
貞
慶
の
地
蔵
信
仰

清

水
　
邦
彦

問
題
提
起

　
鎌
倉
時
代
に
於
い
て
、
法
然
浄
土
教
の
台
頭
に
対
抗
す
る
た
め
に
、
南

都
仏
教
が
民
衆
救
済
の
一
環
と
し
て
地
蔵
信
仰
を
積
極
的
に
取
り
入
れ
て

い
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
既
に
先
行
研
究
の
指
摘
が
あ
る
。
一
圭
室
諦
成

『
日
本
仏
教
史
概
説
』
昭
和
四
九
年
　
隆
文
館
　
一
一
七
－
二
一
〇
頁
・
黒

田
俊
雄
『
寺
社
勢
力
』
昭
和
五
〇
年
　
岩
波
新
書
　
九
七
頁
一
こ
の
こ
と

は
、
平
安
末
期
か
ら
南
北
朝
時
代
に
か
け
て
、
南
都
が
地
蔵
菩
薩
関
係
の

絵
詞
・
霊
験
記
を
書
写
し
続
け
、
産
み
出
し
た
こ
と
か
ら
も
裏
付
け
ら
れ

る
。
（
牧
野
和
夫
「
常
謹
撰
『
地
蔵
菩
薩
鷹
験
記
』
和
訳
絵
詞
、
そ
の
他
」

『
実
践
女
子
大
学
文
学
部
紀
要
』
第
三
三
集
　
平
成
三
年
一

　
鎌
倉
時
代
に
於
け
る
南
都
仏
教
の
地
蔵
信
仰
の
先
駆
け
と
な
る
の
が
、

貞
慶
一
一
一
五
五
－
一
二
二
二
）
の
『
地
蔵
講
式
』
で
あ
る
。
貞
慶
の

『
地
蔵
講
式
』
は
建
久
七
年
（
一
一
九
六
年
一
の
著
作
で
あ
り
、
法
然
の

『
選
択
本
願
念
仏
集
』
の
成
立
一
一
一
九
八
年
）
よ
り
早
い
。
法
然
浄
土

教
の
弾
圧
が
一
二
〇
四
年
ω
頃
か
ら
始
ま
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
貞
慶
の

『
地
蔵
講
式
』
は
、
平
安
時
代
の
地
蔵
信
仰
と
法
然
浄
土
教
台
頭
以
後
の

地
蔵
信
仰
と
の
結
節
点
で
あ
る
と
言
え
る
。
従
っ
て
、
鎌
倉
時
代
の
南
都

仏
教
の
地
蔵
信
仰
を
考
え
る
上
で
、
貞
慶
の
『
地
蔵
講
式
』
は
重
要
な
テ

キ
ス
ト
で
あ
る
。

　
に
も
関
わ
ら
ず
、
貞
慶
『
地
蔵
講
式
』
（
及
び
彼
の
地
蔵
信
仰
）
は
、
南

都
仏
教
研
究
の
遅
れ
や
テ
キ
ス
ト
が
活
字
化
さ
れ
な
か
っ
た
こ
と
等
か
ら
、

先
行
研
究
で
は
ほ
と
ん
ど
論
じ
ら
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

　
こ
の
重
要
で
あ
り
な
が
ら
見
逃
さ
れ
が
ち
だ
っ
た
貞
慶
『
地
蔵
講
式
』

を
活
字
化
し
、
論
議
の
対
象
と
し
た
の
が
、
平
雅
行
氏
で
あ
る
。
一
初
出

「
解
脱
房
貞
慶
と
悪
人
正
機
説
」
横
田
健
一
先
生
古
希
記
念
会
編
『
文
化
史

論
叢
　
下
』
昭
和
六
二
年
　
創
元
社
／
「
解
脱
貞
慶
と
悪
人
正
機
説
」
と

改
題
、
若
干
の
修
正
②
を
伴
い
、
平
『
日
本
中
世
の
杜
会
と
宗
教
』
平
成

四
年
　
塙
書
房
に
所
収
一
平
氏
は
、
貞
慶
『
地
蔵
講
式
』
の
以
下
の
記
述

⑬
か
ら
、
南
都
仏
教
“
に
も
悪
人
正
機
説
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
を
主
張

し
て
い
る
。

　
　
（
引
用
者
補
－
地
蔵
の
利
益
は
）
悪
人
還
っ
て
善
人
を
越
す

　
　
閨
堤
菩
薩
多
し
と
錐
も
、
い
ま
だ
必
ず
し
も
悪
趣
の
済
度
を
先
と
せ

　
　
ず
。
地
蔵
薩
埋
の
本
誓
、
独
り
以
て
か
く
の
ご
と
し
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以
上
の
記
述
に
は
「
正
機
」
と
い
う
言
葉
こ
そ
出
て
こ
な
い
が
、
確
か
に
、

地
蔵
菩
薩
は
「
悪
人
」
を
主
と
し
て
救
う
、
と
い
う
思
想
が
表
さ
れ
て
い

る
。
一
「
悪
人
」
の
内
身
に
つ
い
て
は
後
述
・
但
し
、
平
氏
は
法
然
或
い
は

親
鴛
の
悪
人
正
機
説
と
貞
慶
の
悪
人
正
機
説
を
同
一
視
し
て
い
る
訳
で
は

な
い
。
こ
の
問
題
は
「
悪
人
」
の
問
題
と
合
わ
せ
て
本
稿
で
も
後
に
取
り

上
げ
る
。
一

　
平
氏
の
見
解
に
対
し
て
批
判
的
意
見
を
述
べ
た
の
が
、
西
山
厚
氏
で
あ

る
。
（
西
山
厚
「
講
式
か
ら
み
た
貞
慶
の
信
仰
」
中
世
寺
院
史
研
究
会
編

『
中
世
寺
院
史
の
研
究
　
下
』
昭
和
六
三
年
　
法
蔵
館
）
西
山
氏
は
貞
慶
の

種
々
の
講
式
を
分
析
し
た
結
果
、
「
そ
れ
ぞ
れ
の
ほ
と
け
の
性
格
や
役
割
分

担
が
は
っ
き
り
し
て
お
り
、
そ
こ
に
混
同
は
な
い
」
と
し
た
上
で
、
「
『
地

蔵
講
式
』
に
は
確
か
に
悪
人
正
機
説
が
見
受
け
ら
れ
る
。
し
か
し
他
の

講
式
、
例
え
ば
貞
慶
が
殊
に
仰
い
だ
釈
迦
・
弥
勒
・
観
音
の
講
式
に
は
そ

の
説
が
全
く
見
ら
れ
な
い
。
な
ぜ
貞
慶
は
『
地
蔵
講
式
』
に
だ
け
悪
人
正

機
説
を
記
し
た
の
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
当
時
の
地
蔵
信
仰
が
、
悪
趣
救
済

を
先
と
す
る
地
蔵
へ
の
信
仰
を
主
な
内
容
と
し
て
い
た
た
め
だ
と
思
う
。

「
小
田
原
之
仰
」
で
一
引
用
者
補
－
小
田
原
の
僧
侶
た
ち
の
要
請
に
よ
っ

て
）
『
地
蔵
講
式
』
を
草
す
る
に
あ
た
り
、
貞
慶
は
た
だ
そ
れ
を
記
し
た
だ

け
で
は
な
い
の
だ
ろ
う
か
。
」
と
『
地
蔵
講
式
』
の
悪
人
正
機
説
は
貞
慶
の

真
意
で
は
な
く
、
貞
慶
自
身
は
悪
人
往
生
を
否
定
し
て
い
た
と
す
る
旨
を

述
べ
て
い
る
。

　
西
山
氏
の
見
解
は
、
貞
慶
自
身
が
地
蔵
を
信
仰
し
て
い
た
と
す
る
記
録

が
残
っ
て
い
る
㈹
こ
と
を
踏
ま
え
る
と
、
や
や
早
計
と
考
え
ら
れ
る
。
一
さ

ら
に
言
え
ば
『
地
蔵
講
式
』
以
外
の
貞
慶
の
著
作
に
も
地
蔵
の
名
は
登
場

す
る
。
一
し
か
し
、
西
山
氏
の
指
摘
の
如
く
、
劣
機
の
自
覚
を
有
し
て
い
た

貞
慶
の
主
た
る
信
仰
対
象
は
－
歳
に
よ
っ
て
移
り
変
わ
っ
た
が
1
釈
迦
・

弥
勒
・
観
音
で
あ
り
、
貞
慶
が
地
蔵
を
信
仰
し
た
記
録
は
註
㈹
の
文
献
に

記
さ
れ
る
の
み
で
あ
る
。
（
「
劣
機
の
白
覚
」
に
つ
い
て
は
後
述
）
と
す
れ

ば
、
貞
慶
は
劣
機
の
自
覚
の
深
ま
り
の
中
で
、
何
故
悪
人
を
救
済
す
る
地

蔵
を
信
仰
す
る
よ
う
に
な
ら
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

　
従
っ
て
、
貞
慶
『
地
蔵
講
式
』
を
考
え
る
上
で
、
ま
ず
や
ら
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
こ
と
は
、
貞
慶
の
仏
菩
薩
信
仰
の
中
に
地
蔵
信
仰
が
ど
う
位
置

付
け
ら
れ
る
の
か
、
と
い
う
問
題
の
解
明
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
貞
慶
の

仏
菩
薩
信
仰
に
つ
い
て
は
歳
に
よ
っ
て
変
化
し
て
い
っ
た
た
め
、
整
理
し

に
く
い
面
が
あ
る
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
、
ま
ず
貞
慶
の
『
地
蔵
講
式
』
は

彼
の
仏
菩
薩
信
仰
の
変
遷
中
に
ど
う
位
置
付
け
ら
れ
る
か
、
と
い
う
問
題

を
解
明
し
、
そ
の
上
で
貞
慶
『
地
蔵
講
式
』
を
南
都
仏
教
の
地
蔵
信
仰
史

の
中
に
位
置
付
け
、
先
行
研
究
の
補
足
を
行
い
た
い
と
思
う
。

貞
慶
の
生
涯
と
仏
菩
薩
信
仰

　
貞
慶
は
藤
原
貞
憲
の
子
と
し
て
一
一
五
五
年
に
生
ま
れ
、
一
一
六
五
年

に
興
福
寺
に
入
寺
し
、
そ
の
後
も
興
福
寺
に
学
ん
だ
と
い
う
。
こ
の
頃
南

都
を
揺
る
が
し
た
の
は
、
一
一
九
〇
年
法
然
が
、
東
大
寺
で
『
浄
土
三
部

経
』
を
講
じ
た
こ
と
で
あ
る
。
貞
慶
が
聴
聞
し
た
か
ど
う
か
は
不
明
だ

が
、
南
都
の
危
機
意
識
の
中
、
法
然
の
宗
教
活
動
は
貞
慶
を
刺
激
し
た
と

思
わ
れ
る
。
一
一
九
二
年
に
貞
慶
は
笠
置
寺
に
籠
居
す
る
志
を
発
し
た

が
、
同
じ
年
に
『
発
心
講
式
』
を
著
し
て
い
る
。
．
『
発
心
講
式
』
は
現
存

30



す
る
貞
慶
の
講
式
の
内
、
最
初
期
の
も
の
で
あ
り
、
後
の
『
愚
迷
発
心

集
』
や
『
弥
勒
講
式
』
に
類
似
し
た
文
章
が
み
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
貞
慶

思
想
の
原
型
を
示
し
た
著
作
と
さ
れ
て
い
る
。
　
『
発
心
講
式
』
の
思
想
的

特
徴
と
し
て
は
、
①
発
菩
提
心
を
重
要
視
し
て
い
る
、
②
釈
迦
、
弥
勒
、

阿
弥
陀
の
三
尊
へ
の
帰
依
を
表
明
し
て
い
る
が
、
弥
勒
と
阿
弥
陀
の
峻
別

は
な
さ
れ
て
い
な
い
、
の
二
点
が
挙
げ
ら
れ
る
。

　
　
大
菩
提
心
を
起
こ
し
て
方
に
正
行
を
興
す
。
一
念
の
福
聚
は
無
量
無

　
　
辺
な
り
。
　
（
略
一
将
に
発
心
を
発
は
ば
先
づ
十
勝
徳
を
具
す
べ
し
。

　
　
（
『
発
心
講
式
』
序
段
）

　
　
慈
氏
の
化
を
受
け
知
足
天
上
安
養
浄
土
院
に
於
い
て
且
に
弥
陀
に
奉

　
　
仕
せ
ん
と
す
。
慈
尊
一
代
の
末
、
円
寂
蟹
林
の
暮
、
永
く
極
楽
に
生

　
　
ま
れ
不
退
転
に
至
る
。
愚
意
の
望
む
所
蓋
し
以
て
か
く
の
ご
と
し
。

　
　
価
ち
三
尊
の
縁
を
結
ぶ
ば
ん
が
為
に
。
一
『
発
心
講
式
』
奥
書
）

　
翌
一
一
九
三
年
に
は
笠
置
寺
へ
の
籠
居
が
な
さ
れ
る
。
笠
置
籠
居
後
の

貞
慶
の
活
動
は
弥
勒
信
仰
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
籠
居
の
場

所
と
し
て
笠
置
寺
が
選
ば
れ
た
理
由
と
し
て
、
笠
置
が
弥
勒
信
仰
と
関
連

し
た
場
所
で
あ
っ
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
現
存
は
し
な
い
が
、
当
時
、

笠
置
山
に
は
弥
勒
の
石
仏
が
あ
り
、
そ
れ
が
本
尊
で
あ
っ
た
と
い
う
。
一
平

岡
定
海
『
日
本
弥
勒
浄
土
思
想
展
開
史
の
研
究
』
大
蔵
出
版
　
昭
和
五
二

年
一
八
五
㌔
一
八
六
頁
一
ま
た
、
当
時
、
笠
置
寺
が
聖
と
の
関
連
が
強

か
っ
た
こ
と
も
笠
置
寺
を
籠
居
の
場
所
と
し
た
一
因
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

（
伊
藤
和
彦
「
貞
慶
の
研
究
」
竹
内
理
三
編
『
荘
園
制
社
会
と
身
分
構
造
』

昭
和
五
五
年
　
校
倉
書
房
一

　
こ
の
頃
の
貞
慶
の
弥
勒
信
仰
を
記
し
た
著
作
と
し
て
『
心
要
抄
』
が
挙

げ
ら
れ
る
。
『
心
要
紗
』
は
法
相
教
学
と
実
践
行
を
結
び
つ
け
た
重
要
な
著

作
で
あ
る
。

　
　
観
心
の
要
は
念
仏
に
過
ぎ
ず
。
念
仏
の
要
は
発
心
に
過
ぎ
ず
。
（
日
大

　
　
蔵
三
二
巻
六
八
六
頁
上
段
）

　
　
念
仏
三
昧
則
ち
こ
れ
唯
識
観
な
り
。
（
七
〇
二
頁
下
段
）

と
同
時
に
、
当
来
仏
と
し
て
の
弥
勒
信
仰
、
兜
率
天
上
生
信
仰
が
述
べ
ら

れ
て
い
る
。

　
　
弥
勒
仏
を
念
ず
れ
ば
、
命
終
、
兜
率
内
院
に
生
ず
る
を
得
。
　
（
七
〇

　
　
二
頁
上
段
）

　
　
仏
子
も
し
実
に
兜
率
内
衆
に
列
す
れ
ば
、
見
仏
聞
法
し
発
心
得
道
し

　
　
万
善
成
就
す
べ
し
。
　
（
七
〇
五
頁
下
段
）

着
眼
す
べ
き
点
は
、
　
『
発
心
講
式
』
と
同
様
、
阿
弥
陀
と
弥
勒
の
峻
別
が

さ
れ
て
い
な
い
（
史
料
は
後
に
引
用
）
が
以
下
の
様
に
兜
率
天
上
生
を
望

む
理
由
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
点
で
あ
る
。

　
　
三
世
諸
仏
の
功
徳
、
平
等
な
り
。
機
に
随
い
記
を
授
く
。
是
非
す
べ

　
　
か
ら
ず
。
慈
尊
こ
れ
大
師
に
し
て
補
処
当
来
の
導
師
な
り
。
も
し
所

　
　
説
一
句
法
偶
を
聞
け
ば
、
必
ず
下
生
に
遇
い
、
不
退
を
得
る
べ
し
。

　
　
仏
、
末
法
の
中
の
持
戒
・
破
戒
・
有
戒
・
無
戒
を
附
属
す
。
皆
、
弥

　
　
勒
竜
華
会
に
於
い
て
解
脱
を
得
る
べ
し
。
　
一
略
）
無
着
・
世
親
・
戒

　
　
賢
・
玄
装
師
資
相
承
み
な
兜
率
に
在
り
。
　
（
七
〇
二
頁
上
段
）

つ
ま
り
貞
慶
が
兜
率
天
上
生
を
希
求
し
た
理
由
付
け
と
し
て
、
①
釈
迦
が

末
法
の
救
済
を
託
し
た
の
が
弥
勒
で
あ
る
、
②
法
相
宗
の
先
師
は
兜
率
天

に
住
し
て
い
る
、
と
い
う
二
点
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
と
す
れ
ば
貞
慶
の

兜
率
天
上
生
信
仰
は
釈
迦
信
仰
や
法
相
教
学
の
裏
付
け
に
よ
る
も
の
と
言
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え
よ
う
。

　
そ
の
他
、
　
『
心
要
抄
』
に
は
地
蔵
の
名
が
登
場
す
る
こ
と
が
着
眼
さ
れ

る
。　
　
仏
子
若
し
実
に
兜
率
の
内
院
に
列
す
れ
ば
見
仏
聞
法
し
発
心
得
道
し

　
　
万
善
成
就
す
べ
し
。
文
殊
・
観
音
・
地
蔵
等
大
智
大
悲
の
諸
菩
薩
を

　
　
親
し
く
礼
拝
す
べ
し
。
　
一
七
〇
五
頁
下
段
・
一
部
は
先
に
引
用
一

こ
こ
に
於
い
て
、
地
蔵
は
兜
率
天
で
の
礼
拝
の
対
象
の
一
菩
薩
と
し
て
位

置
付
け
ら
れ
て
い
る
。
従
っ
て
、
言
い
換
え
れ
ば
、
弥
勒
信
仰
の
一
環
と

し
て
地
蔵
は
位
置
付
け
ら
れ
て
い
た
と
一
言
え
る
。

　
一
一
九
六
年
に
は
本
稿
で
問
わ
れ
る
『
地
蔵
講
式
』
、
＝
δ
一
年
に

は
『
観
音
講
式
』
が
依
頼
に
よ
っ
て
著
わ
さ
れ
る
。
思
想
内
容
は
さ
て
お

き
、
両
講
式
は
依
頼
さ
れ
て
書
か
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
、
留
意
す
べ

き
で
あ
ろ
う
。
　
（
『
地
蔵
講
式
』
に
関
し
て
は
前
掲
。
　
『
観
音
講
式
』
の

奥
書
に
は
「
世
問
男
女
の
為
に
別
願
を
以
て
こ
れ
を
記
す
」
大
正
蔵
八
四

巻
八
八
七
頁
中
段
と
あ
る
。
一
但
し
、
　
『
心
要
紗
』
で
は
観
音
・
地
蔵
を

礼
拝
の
対
象
と
し
て
い
た
こ
と
か
ら
、
依
頼
に
よ
る
〈
か
り
そ
め
の
〉
著

作
と
す
べ
き
は
な
く
、
貞
慶
自
身
の
思
想
を
表
現
し
た
著
作
と
見
る
べ
き

で
は
な
か
ろ
う
か
。

　
＝
一
q
八
年
に
は
海
住
山
寺
に
居
を
移
す
。
海
住
山
寺
と
い
う
観
音
と

関
連
し
た
寺
に
居
を
移
し
た
の
は
、
年
を
つ
れ
、
劣
機
の
自
覚
が
深
ま

り
、
兜
率
天
よ
り
も
往
生
し
や
す
い
補
陀
落
浄
土
を
希
求
す
る
よ
う
に

な
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
と
い
う
の
も
前
述
の
『
観
音
講
式
』
に
は

以
下
の
よ
う
に
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

　
　
凡
夫
実
に
生
じ
易
し
一
八
八
七
頁
上
段
一

　
　
も
し
行
業
未
熟
に
し
て
往
生
滞
り
有
ら
ば
先
ず
補
陀
落
山
に
住
む
べ

　
　
し
（
八
八
七
頁
上
段
一

ま
た
貞
慶
の
主
著
で
あ
り
、
劣
機
の
自
覚
を
述
べ
た
『
愚
迷
発
心
集
』
は

海
住
山
寺
移
住
直
前
の
成
立
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
　
（
佐
脇
貞
明
「
貞
慶

の
観
音
信
仰
と
覚
真
」
　
『
竜
谷
史
壇
』
四
二
号
　
昭
和
三
二
年
一

　
二
一
〇
九
年
に
は
新
た
に
『
観
音
講
式
』
　
一
別
名
『
値
遇
観
音
講
式

』
一
を
記
し
て
い
る
。
二
二
三
年
に
貞
慶
は
亡
く
な
る
が
、
そ
の
直
前

に
記
し
た
『
観
心
為
清
浄
円
明
事
』
に
は
観
音
信
仰
と
と
も
に
、
　
「
予
は

深
く
西
方
を
信
ず
る
」
　
（
日
大
蔵
三
三
巻
二
四
頁
上
段
一
と
阿
弥
陀
信
仰

も
み
ら
れ
る
。
こ
う
し
た
記
述
か
ら
貞
慶
の
信
仰
は
終
生
ゆ
れ
が
あ
っ
た

と
す
る
解
釈
も
あ
る
。
　
一
富
貴
原
章
信
「
解
脱
上
人
と
そ
の
念
仏
」
日
本

仏
教
学
会
編
『
鎌
倉
仏
教
形
成
の
問
題
点
』
昭
和
四
四
年
　
平
楽
寺
書

店
）
し
か
し
、
①
阿
弥
陀
は
観
音
の
本
地
仏
と
考
え
ら
れ
て
い
た
こ
と
、

②
貞
慶
に
お
い
て
主
た
る
信
仰
対
象
で
あ
っ
た
弥
勒
と
阿
弥
陀
と
は
峻
別

さ
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
の
二
点
を
考
え
る
と
、
貞
慶
本
人
に
と
っ
て

は
、
　
「
ゆ
れ
」
で
は
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
　
（
田
中
久
夫
「
解
脱
上

人
の
信
仰
に
つ
い
て
」
　
『
鎌
倉
仏
教
雑
考
』
昭
和
三
二
年
　
思
文
閤
一

二
　
「
悪
人
」

　
さ
て
、
以
上
、
仏
菩
薩
信
仰
を
中
心
に
貞
慶
の
思
想
変
遷
を
い
く
つ
か

の
テ
キ
ス
ト
に
絞
っ
て
論
じ
て
き
た
が
、
ポ
イ
ン
ト
と
し
て
兜
率
天
上
生

信
仰
か
ら
「
劣
機
の
自
覚
」
の
深
ま
り
に
よ
り
、
補
陀
落
浄
土
往
生
へ
と

い
う
信
仰
の
変
化
が
浮
か
び
上
が
っ
て
き
た
。
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そ
こ
で
問
題
と
な
る
の
は
、
貞
慶
は
劣
機
の
自
覚
に
よ
り
観
音
の
い
る

補
陀
落
浄
土
往
生
を
希
求
す
る
よ
う
に
な
っ
た
訳
で
あ
る
が
、
そ
の
際
な

ぜ
悪
人
を
救
済
す
る
地
蔵
を
信
仰
す
る
よ
う
に
な
ら
な
か
っ
た
の
か
、
と

い
う
問
題
で
あ
る
。
こ
の
問
題
を
解
決
す
る
た
め
に
ま
ず
整
理
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
の
は
、
　
「
悪
人
」
と
は
何
を
指
す
の
か
、
と
い
う
点
で
あ

る
。
　
『
地
蔵
講
式
』
に
お
け
る
悪
人
と
は
三
宝
の
財
物
を
犯
す
な
ど
の
極

悪
人
で
あ
り
、
地
獄
必
定
の
人
で
あ
る
。

　
　
ほ
し
い
ま
ま
に
三
宝
の
財
物
を
侵
す
。
奈
梨
一
補
H
地
獄
一
の
罪
、

　
　
悲
し
む
べ
し
。
大
乗
流
布
の
時
、
僧
侶
猶
ほ
か
く
の
如
し
。
況
ん
や

　
　
無
問
非
法
の
輩
・
聖
教
滅
壷
の
期
に
お
い
て
お
や
。
大
聖
（
補
1
1
地

　
　
蔵
菩
薩
）
の
悲
願
、
寧
ろ
こ
の
時
を
顧
り
み
ん
や
。

　
　
価
ち
伽
陀
を
唱
え
て
日
く
、
　
一
略
一
五
逆
罪
を
造
作
す
　
常
に
地
蔵

　
　
尊
を
念
ぜ
よ
　
諸
地
獄
に
遊
戯
し
　
決
定
し
て
代
受
苦
す

一
方
、
確
か
に
貞
慶
は
自
分
を
劣
機
の
凡
夫
と
認
識
し
て
い
た
。

　
　
過
去
に
未
だ
発
心
せ
ざ
る
が
故
に
、
今
生
既
に
常
没
の
凡
夫
た
り
。

　
　
一
『
愚
迷
発
心
集
』
日
本
思
想
大
系
『
鎌
倉
旧
仏
教
』
一
八
頁
）

　
　
い
か
な
る
人
か
、
精
進
し
て
頭
燃
を
払
ふ
が
ご
と
く
せ
ん
。
い
か
な

　
　
る
我
か
、
解
怠
に
し
て
寸
陰
を
惜
し
ま
ざ
ら
ん
。
歳
に
ま
た
齢
を
積

　
　
む
と
難
も
、
増
す
こ
と
な
き
は
、
善
心
な
り
。
迷
ひ
に
な
ほ
迷
ひ
を

　
　
累
ぬ
と
難
も
、
衰
へ
ざ
る
は
妄
執
な
り
。
兼
ね
て
当
来
を
想
ふ
に
、

　
　
懸
み
少
く
、
悲
し
み
多
し
。
　
（
前
同
二
五
頁
）

　
　
行
願
い
ま
だ
熟
せ
ず
。
我
に
お
い
て
難
か
る
べ
き
者
は
、
願
は
く
は

　
　
先
ず
人
間
の
近
処
に
於
い
て
、
且
に
権
化
の
大
聖
を
奉
ら
ん
と
す
。

　
　
一
『
別
願
講
式
』
、
平
岡
定
海
『
日
本
弥
勒
浄
土
思
想
展
開
史
の
研

　
　
究
』
昭
和
五
二
年
　
大
蔵
出
版
　
三
七
一
頁
）

し
か
し
、
貞
慶
は
自
分
を
地
獄
必
定
の
極
悪
人
と
は
思
っ
て
い
な
か
っ
た

よ
う
で
あ
る
。
と
い
う
の
も
、
以
下
の
よ
う
に
死
者
の
罪
を
裁
判
す
る
五

官
王
（
こ
こ
で
は
閻
魔
王
と
同
義
㈹
一
の
断
罪
を
免
れ
る
こ
と
を
想
定
し

て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

　
　
な
か
ん
づ
く
、
五
官
王
の
断
罪
、
も
し
脱
る
る
こ
と
あ
り
、
浄
頗
梨

　
　
の
鏡
の
影
、
た
と
ひ
写
す
こ
と
な
く
と
も
、
　
　
…
（
『
愚
迷
発
心

　
　
集
』
二
五
頁
　
＊
浄
頗
梨
の
鏡
1
1
閻
魔
王
の
法
廷
の
中
央
に
あ
っ

　
　
て
、
亡
者
が
前
世
に
犯
し
た
罪
を
こ
と
ご
と
く
映
し
出
す
鏡
。
中
村

　
　
元
『
仏
教
語
大
辞
典
』
一

さ
ら
に
菩
提
心
さ
え
発
せ
ば
仏
に
な
り
う
る
存
在
と
自
分
を
肯
定
的
に
位

置
付
け
る
面
も
あ
っ
た
。

　
　
か
の
諸
仏
菩
薩
も
、
本
は
常
没
の
凡
夫
な
り
き
、
迷
心
ほ
と
ん
ど
我

　
　
等
が
ご
と
し
。
し
か
れ
ど
も
、
昔
生
死
の
夢
の
中
に
大
勇
猛
を
発
し

　
　
て
、
今
仏
果
の
覚
り
の
前
に
我
等
を
利
益
し
た
ま
ふ
。
彼
を
見
て
我

　
　
を
顧
み
る
に
、
恥
づ
べ
し
、
悲
し
む
べ
し
。
冷
倫
た
る
苦
海
、
出
離

　
　
い
ず
れ
の
時
ぞ
。
　
一
『
愚
迷
発
心
集
』
二
六
－
二
七
頁
）

　
　
聖
者
と
云
ひ
、
凡
夫
と
云
ふ
、
遠
く
外
に
尋
ぬ
べ
か
ら
ず
。
浄
土
と

　
　
云
ひ
、
稜
土
と
云
ふ
、
遥
か
に
堺
を
隔
つ
べ
か
ら
ず
。
我
法
に
空
ず

　
　
る
を
聖
者
と
称
し
、
我
法
に
着
す
る
を
愚
夫
と
名
づ
く
。
　
（
前
同
二

　
　
二
頁
）

　
　
か
の
二
利
の
要
義
を
思
ふ
に
、
た
だ
一
念
の
発
心
に
在
り
。
そ
も
そ

　
　
も
仏
種
は
縁
よ
り
起
る
、
．
縁
は
即
ち
発
心
薫
修
の
縁
な
り
。
　
一
前
同

　
　
二
八
頁
一
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ま
た
『
別
願
講
式
』
・
『
弥
勒
講
式
』
に
は
以
下
の
様
に
自
分
を
救
済
必

定
と
位
置
付
け
て
い
る
。

　
　
仏
子
の
志
を
捨
つ
る
こ
と
な
し
。
願
い
空
し
か
ら
ず
、
必
ず
知
足
内

　
　
院
に
生
ず
。
　
（
『
別
願
講
式
』
三
七
三
頁
）

　
　
皆
こ
れ
釈
迦
の
遺
法
に
一
縁
を
結
ぶ
の
人
な
り
。
我
等
拙
と
離
も
何

　
　
ぞ
そ
の
数
に
漏
れ
む
や
。
　
一
『
弥
勒
講
式
』
、
平
岡
定
海
『
日
本
弥

　
　
勒
浄
土
思
想
展
開
史
の
研
究
』
前
掲
　
三
六
二
頁
）

と
す
れ
ば
、
地
蔵
を
悪
人
救
済
の
菩
薩
と
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

地
蔵
は
貞
慶
の
信
仰
の
中
心
的
存
在
と
な
り
え
な
か
っ
た
の
は
、
地
蔵
菩

薩
は
あ
く
ま
で
自
分
と
は
異
な
る
極
悪
人
の
た
め
の
菩
薩
に
す
ぎ
な
か
っ

た
か
ら
で
あ
る
。
言
い
換
え
れ
ば
、
　
『
地
蔵
講
式
』
は
地
獄
必
定
の
極
悪

人
に
対
し
て
書
か
れ
た
著
作
生
言
え
よ
う
。
こ
の
こ
と
は
前
掲
の
西
山
論

文
で
「
（
引
用
者
補
－
貞
慶
の
種
々
の
講
式
に
お
い
て
一
そ
れ
ぞ
れ
の
ほ

と
け
の
性
格
や
役
割
分
担
が
は
っ
き
り
し
て
お
り
、
そ
こ
に
混
同
は
な

い
」
と
あ
っ
た
こ
と
と
対
応
し
て
い
る
。

　
こ
の
こ
と
は
、
貞
慶
が
個
人
個
人
の
機
を
重
視
し
て
い
た
こ
と
か
ら
も

裏
付
け
ら
れ
る
。

　
　
往
生
の
業
因
、
機
に
随
っ
て
不
同
な
り
。
そ
の
甘
露
を
探
し
得
る

　
　
は
、
多
く
は
是
れ
冥
の
加
被
力
な
り
。
し
か
る
に
末
代
、
仏
に
は
弥

　
　
陀
・
弥
勒
と
云
ひ
、
経
は
法
華
・
般
若
と
云
ひ
、
行
に
は
念
仏
・
転

　
　
経
と
云
ひ
、
生
に
は
安
養
一
補
H
西
方
浄
土
一
・
知
足
一
補
H
兜
率

　
　
天
）
と
云
ふ
。
十
の
八
、
九
は
相
応
す
べ
し
と
難
も
、
余
は
必
ず
し

　
　
も
知
ら
ず
。
　
（
『
心
要
抄
』
七
一
一
頁
上
段
－
下
段
）

あ
る
い
は
十
の
う
ち
、
弥
陀
・
弥
勒
で
は
相
応
し
な
い
一
救
済
さ
れ
な

い
）
一
、
二
の
人
々
を
地
蔵
に
救
済
さ
れ
る
べ
き
人
々
と
想
定
し
て
い
た

の
か
も
し
れ
な
い
。

　
ま
た
『
別
願
講
式
』
に
は
以
下
の
よ
う
に
あ
る
。

　
　
釈
迦
・
薬
師
・
地
蔵
・
観
音
・
文
殊
師
利
等
は
、
機
に
随
ひ
時
に
依

　
　
り
示
す
所
、
区
類
ひ
を
異
に
す
。
　
（
略
）
皆
、
是
れ
無
漏
定
通
の
変

　
　
ず
る
所
、
能
化
色
身
な
り
。
　
一
三
七
一
⊥
二
七
二
頁
）

以
上
の
記
述
は
、
衆
生
が
出
会
う
個
別
の
仏
菩
薩
は
、
衆
生
の
時
・
機
に

応
じ
て
変
化
し
た
も
の
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
貞
慶
が
機
を
重
視
し
、
地

蔵
は
あ
く
ま
で
地
獄
必
定
の
極
悪
人
を
救
済
す
る
菩
薩
と
し
て
い
た
こ
と

を
裏
付
け
る
。

　
と
す
れ
ば
、
貞
慶
『
地
蔵
講
式
』
に
み
ら
れ
る
悪
人
正
機
説
は
、
法

然
・
親
鷲
の
所
謂
「
悪
人
正
機
説
」
ω
と
は
大
い
に
異
な
る
。
貞
慶
『
地

蔵
講
式
』
に
於
い
て
地
蔵
は
あ
く
ま
で
地
獄
必
定
の
極
悪
人
を
救
済
す
る

も
の
で
あ
っ
た
に
対
し
、
法
然
・
親
鴛
に
於
い
て
は
阿
弥
陀
は
こ
の
世
の

全
て
の
衆
生
を
差
別
な
く
救
済
す
る
の
で
あ
る
。
ま
ず
法
然
に
つ
い
て
引

用
す
る
と
以
下
の
様
に
あ
る
。

　
　
お
よ
そ
九
品
の
配
当
は
、
こ
れ
一
往
の
義
な
り
。
五
逆
の
廻
心
、
上

上
に
通
ず
。
　
（
『
選
択
本
願
念
仏
集
』
昭
和
新
修
法
然
上
人
全
塞
二

三
八
頁
）

彼
国
に
生
る
る
事
は
、
す
べ
て
行
者
の
善
悪
を
簡
ば
ず
、
只
仏
の
誓

ひ
を
信
じ
、
信
ぜ
ざ
る
に
依
る
。
五
逆
十
悪
を
造
る
者
も
、
只
一
念

十
念
に
往
生
す
る
は
、
則
ち
こ
の
理
也
。
　
一
『
往
生
大
要
抄
』
前
同

四
九
頁
）

男
女
貴
賎
を
も
簡
は
す
、
善
人
悪
人
を
も
分
か
た
す
、
心
を
至
し
て
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弥
陀
を
念
ず
る
に
、
生
ま
れ
す
と
云
ふ
事
な
し
。
　
（
『
十
二
箇
条
の

　
　
問
答
』
前
同
六
七
三
頁
）

次
に
親
鴛
の
著
作
を
引
用
す
る
。

　
　
大
小
の
聖
人
、
重
軽
の
悪
人
、
皆
同
じ
く
斉
し
く
選
択
の
大
宝
海
に

　
　
帰
し
て
念
仏
成
仏
す
べ
し
。
　
（
『
教
行
信
証
』
定
本
親
鴛
聖
人
全
集

　
　
第
一
巻
六
七
頁
一

　
　
こ
の
ゆ
へ
に
、
よ
き
・
あ
し
き
人
を
き
ら
は
ず
、
煩
悩
の
こ
こ
ろ
を

　
　
え
ら
ば
ず
、
へ
だ
て
ず
し
て
、
往
生
は
か
な
ら
ず
す
る
な
り
と
し
る

　
　
べ
し
と
な
り
。
　
一
．
『
末
燈
抄
』
前
同
第
三
巻
書
簡
編
六
五
頁
）

　
　
弥
陀
の
本
願
に
は
、
老
少
善
悪
の
人
を
え
ら
ば
れ
ず
、
た
だ
信
心
を

　
　
要
と
す
と
し
る
べ
し
。
　
（
『
歎
異
抄
』
前
同
第
四
巻
言
行
篇
　
四

　
　
頁
）

　
以
上
み
て
き
た
通
り
、
貞
慶
の
『
地
蔵
講
式
』
に
お
い
て
は
地
獄
必
定

の
極
悪
人
こ
そ
、
地
蔵
の
救
済
対
象
で
あ
る
、
と
い
う
悪
人
正
機
説
が
存

在
す
る
。
が
、
地
蔵
は
、
あ
く
ま
で
極
悪
人
に
対
す
る
救
済
者
で
あ
り
、

こ
の
点
は
法
然
・
親
鴛
の
悪
人
正
機
説
と
は
大
い
に
異
な
る
の
で
あ
る
。

一
」
う
し
た
貞
慶
の
一
種
「
差
別
」
思
想
は
一
つ
に
は
法
相
教
学
の
三
乗
思

想
が
反
映
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
㈹
。

　
そ
こ
で
、
貞
慶
は
悪
人
往
生
を
否
定
し
て
い
た
と
す
る
西
山
氏
の
見
解

に
つ
い
て
言
及
し
た
い
。
西
山
氏
は
、
劣
機
の
自
覚
の
深
ま
り
に
よ
る
貞

慶
の
信
仰
対
象
の
変
化
か
ら
、
最
終
的
に
、
貞
慶
は
悪
人
往
生
を
否
定
し

て
い
る
と
し
た
。
　
（
悪
人
往
生
を
認
め
て
い
れ
ば
、
信
仰
対
象
が
変
化
し

な
か
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
一
そ
し
て
そ
の
観
点
か
ら
、
　
『
地
蔵
講
式
』
の

悪
人
正
機
説
を
貞
慶
の
思
想
と
は
見
傲
さ
な
い
の
で
あ
る
。

　
し
か
し
、
本
稿
で
述
べ
た
通
り
、
貞
慶
自
身
の
劣
機
の
自
覚
と
、
彼
と

は
異
な
る
機
を
有
す
る
悪
人
の
問
題
と
は
分
け
て
考
え
る
べ
き
だ
と
思
わ

れ
る
。
貞
慶
は
発
心
・
持
戒
に
よ
る
往
生
を
望
ん
で
い
た
の
で
あ
り
、
そ

れ
が
で
き
な
い
自
分
を
劣
機
と
し
た
の
で
あ
る
。
破
戒
し
て
も
平
気
な
悪

人
と
自
分
と
を
同
一
視
し
て
い
た
訳
で
は
な
い
。
従
っ
て
、
貞
慶
が
極
悪

人
を
正
機
と
す
る
地
蔵
を
主
信
仰
の
対
象
と
し
な
く
と
も
、
劣
機
の
自
覚

と
矛
盾
は
な
い
の
で
あ
る
。

三
　
地
蔵
信
仰
史
の
中
の
貞
慶

『
地
蔵
講
式
』

　
以
上
、
第
二
章
で
は
貞
慶
に
と
っ
て
地
蔵
は
あ
く
ま
で
自
分
と
は
異
な

る
極
悪
人
を
救
済
す
る
存
在
で
あ
っ
た
こ
と
を
論
証
し
た
。
そ
こ
で
本
章

で
は
こ
の
点
を
中
心
に
地
蔵
信
仰
史
の
中
に
、
貞
慶
『
地
蔵
講
式
』
が
ど

う
位
置
付
け
ら
れ
る
の
か
、
を
考
え
た
い
。

ω
貞
慶
以
前
の
地
蔵
信
仰

　
地
蔵
菩
薩
は
も
と
も
と
経
典
に
於
い
て
堕
地
獄
の
衆
生
を
救
う
存
在
で

あ
っ
た
。

　
　
其
の
未
だ
調
伏
せ
ざ
る
者
有
れ
ば
、
業
報
の
臆
に
随
っ
て
、
若
は
悪

　
　
趣
に
堕
し
て
大
苦
を
受
け
ん
時
、
汝
（
補
H
地
蔵
菩
薩
）
、
當
に
憶

　
　
念
す
べ
し
。
吾
一
補
H
世
尊
一
、
仰
利
天
宮
に
在
り
て
、
般
勤
に
付

　
　
属
せ
し
こ
と
を
。
娑
婆
世
界
を
し
て
、
弥
勒
の
出
世
に
至
る
ま
で
已

　
　
来
の
衆
生
を
し
て
悉
く
解
脱
し
、
永
く
諸
苦
を
離
れ
、
佛
の
授
記
に

　
　
遇
は
し
め
よ
。
　
（
『
地
蔵
本
願
経
』
…
国
訳
一
切
経
・
大
集
部
五
・
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二
二
五
頁
一

そ
れ
故
、
中
国
唐
・
宋
代
の
説
話
集
、
　
『
地
蔵
菩
薩
応
験
記
』
…
や
日
本

平
安
時
代
の
説
話
集
、
　
『
今
昔
物
語
集
』
巻
十
七
ω
に
も
地
蔵
が
地
獄
か

ら
衆
生
を
救
済
す
る
話
が
多
数
存
在
す
る
（
拙
稿
「
日
・
中
地
蔵
信
仰
比

較
研
究
試
訟
叩
地
蔵
説
話
に
み
ら
れ
る
冥
府
・
地
獄
－
」
　
『
比
較
民
俗
研

究
』
七
号
　
平
成
五
年
）
。

　
ま
た
、
鎌
倉
時
代
の
南
都
仏
教
に
影
響
を
与
え
た
覚
鍍
一
一
〇
九
五
－

一
一
四
三
一
が
著
し
た
『
地
蔵
講
式
』
で
も
、
地
蔵
は
堕
地
獄
の
衆
生
を

救
う
存
在
と
さ
れ
て
い
る
。

　
　
殊
に
悪
趣
抜
苦
を
本
誓
と
な
す
。
　
一
略
一
三
途
に
苦
を
救
ひ
た
ま
ふ

　
　
こ
と
を
地
蔵
の
誓
願
独
り
勝
れ
、
濁
世
に
化
を
施
す
こ
と
は
釈
尊
の

　
　
付
嘱
早
く
定
ま
る
。
す
で
に
二
仏
中
間
の
導
師
た
り
、
末
世
の
衆

　
　
生
、
誰
か
仰
が
ざ
ら
ん
。
　
（
略
）
大
悲
さ
ら
に
悪
趣
に
深
し
（
略
一

　
　
入
諸
地
獄
令
離
苦
（
宮
坂
宥
勝
『
興
教
大
師
撰
述
集
』
下
巻
二
二
㌔

　
　
三
三
頁
）

と
す
れ
ば
貞
慶
『
地
蔵
講
式
』
に
あ
ら
わ
れ
た
悪
人
正
機
説
は
そ
れ
以
前

か
ら
の
地
蔵
信
仰
を
引
き
継
い
だ
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
但
し
、
貞
慶
に

と
っ
て
も
、
地
蔵
菩
薩
は
信
仰
対
象
の
一
つ
で
あ
っ
た
こ
と
は
前
述
の
如

く
で
あ
る
。

2
後
へ
の
影
響
－
忍
性
と
の
関
連
1

　
そ
こ
で
次
に
貞
慶
『
地
蔵
講
式
』
及
び
彼
の
地
蔵
信
仰
が
後
に
与
え
た

影
響
に
つ
い
て
略
述
し
た
い
。

　
が
、
以
上
み
て
き
た
通
り
、
貞
慶
『
地
蔵
講
式
』
は
こ
れ
ま
で
の
地
蔵

信
仰
の
継
承
で
あ
る
。
ま
た
、
貞
慶
が
地
蔵
信
仰
を
積
極
的
に
布
教
し
た

記
録
は
な
い
。
さ
ら
に
貞
慶
『
地
蔵
講
式
』
は
こ
れ
ま
で
活
字
化
さ
れ

ず
、
写
本
の
み
存
在
し
て
い
た
こ
と
か
ら
分
か
る
通
り
、
流
布
し
た
形
跡

は
見
ら
れ
な
い
。
従
っ
て
、
後
へ
の
「
直
接
的
」
影
響
を
吟
味
す
る
こ
と

は
難
し
い
。

　
し
か
し
、
先
に
結
論
を
述
べ
れ
ば
、
貞
慶
『
地
蔵
講
式
』
は
、
後
の
南

都
仏
教
の
地
蔵
信
仰
（
及
び
そ
の
民
衆
布
教
一
に
な
ん
ら
か
の
影
響
を
与

え
た
と
考
え
ら
れ
る
。
と
い
う
の
も
、
貞
慶
自
身
は
民
衆
相
手
に
布
教
・

勧
進
を
行
な
っ
た
形
跡
は
少
な
い
が
、
民
衆
と
接
す
る
機
会
を
持
つ
聖
と

の
交
流
は
盛
ん
だ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
　
一
冨
村
孝
文
「
貞
慶
の
聖
的
性
格

に
つ
い
て
」
『
社
会
文
化
史
学
』
十
三
号
昭
和
五
一
年
・
上
田
さ
ち
子

「
貞
慶
の
宗
教
活
動
に
つ
い
て
」
　
『
ヒ
ス
ト
リ
ア
』
七
五
号
　
昭
和
五
二

年
）
恐
ら
く
そ
の
中
に
は
地
蔵
信
仰
を
布
教
し
た
聖
も
い
た
と
考
え
ら
れ

る
。　
具
体
的
な
例
と
し
て
、
忍
性
（
二
二
七
－
二
二
〇
三
一
の
地
蔵
信
仰

と
そ
の
布
教
を
考
察
し
た
い
。
南
都
仏
教
諸
派
の
中
で
民
衆
布
教
に
精
力

的
だ
っ
た
の
は
、
叡
尊
一
二
一
〇
一
－
九
〇
一
・
忍
性
を
中
心
と
し
た
西

大
寺
流
真
言
律
宗
で
あ
る
。
確
認
し
て
お
け
ば
、
西
大
寺
流
真
言
律
宗
は

戒
律
復
興
を
唱
え
た
点
で
貞
慶
の
継
承
で
あ
り
、
ま
た
祖
で
あ
る
叡
尊
は

貞
慶
の
弟
子
筋
に
あ
た
る
。
そ
の
中
で
も
関
東
で
活
躍
し
て
い
た
忍
性
は

人
々
に
地
蔵
画
を
配
る
こ
と
を
一
機
縁
に
布
教
を
行
な
っ
て
い
た
。

　
　
画
シ
テ
地
蔵
與
フ
男
女
二
　
一
千
三
百
五
十
五
（
『
忍
性
菩
薩
略
行

　
　
記
』
）

「
一
千
三
百
五
十
五
」
と
い
う
数
字
は
正
確
な
も
の
と
は
思
え
な
い
が
、

忍
性
を
中
心
と
し
た
西
大
寺
流
基
言
律
宗
教
団
が
多
く
の
人
に
地
蔵
画
を
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与
え
、
地
蔵
信
仰
を
布
教
し
た
の
は
史
実
と
考
え
ら
れ
る
旧
。
忍
性
関
係

の
寺
院
に
は
鎌
倉
東
林
寺
・
常
陸
三
村
寺
等
地
蔵
と
関
連
し
た
も
の
も
多

い
。
　
（
堤
禎
子
「
中
世
、
地
蔵
信
仰
の
ト
ポ
ス
　
上
・
下
」
　
『
月
刊
百

科
』
三
三
五
・
三
三
六
号
　
平
成
四
年
五
月
・
六
月
一

　
忍
性
生
言
え
ば
、
そ
の
信
仰
の
中
心
は
文
殊
菩
薩
で
あ
る
。
と
こ
ろ

が
、
地
蔵
は
そ
の
文
殊
と
と
も
に
毎
日
礼
拝
す
べ
き
対
象
な
の
で
あ
る
。

　
　
地
蔵
・
文
殊
・
観
自
在
　
種
子
名
号
各
一
辺
　
書
写
三
礼
為
ニ
ス
衆

　
　
生
二
　
釈
迦
三
願
舎
利
礼
　
十
方
諸
佛
及
師
僧
　
三
時
礼
拝
各
々
三

　
　
遍
　
地
蔵
ノ
小
呪
井
二
宝
号
　
八
字
文
殊
各
々
千
返
　
一
称
一
礼
不

　
　
為
メ
ニ
セ
身
ノ
一
『
忍
性
菩
薩
略
行
記
』
）

と
す
れ
ば
忍
性
に
と
っ
て
地
蔵
信
仰
と
文
殊
信
仰
と
は
矛
盾
な
く
存
在
す

る
も
の
で
あ
り
、
忍
性
は
布
教
の
手
段
と
し
て
の
み
地
蔵
画
を
配
布
し
て

い
た
の
で
は
な
か
っ
た
。
忍
性
自
身
の
著
作
が
存
在
し
な
い
以
上
、
忍
性

が
文
殊
と
地
蔵
と
を
ど
う
関
連
づ
け
て
い
た
か
は
明
確
で
は
な
い
。
ま
ず

考
え
ら
れ
る
こ
と
は
、
文
殊
と
地
蔵
と
の
共
通
性
で
あ
る
。
忍
性
に
於
い

て
文
殊
は
衆
生
を
救
済
す
る
た
め
に
貧
窮
・
苦
悩
の
衆
生
と
な
っ
て
、
行

者
の
前
に
出
現
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
故
に
忍
性
は
非
人
を
文
殊
の
化
身

と
し
て
救
済
し
よ
う
と
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
一
方
、
本
稿
で
見
た
通

り
、
南
都
に
於
い
て
地
蔵
は
悪
人
を
救
済
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
従
っ

て
、
忍
性
の
非
人
救
済
と
悪
人
救
済
を
行
な
う
地
蔵
を
信
仰
す
る
こ
と
と

は
、
合
い
通
ず
る
も
の
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
　
一
中
村
元
「
奉
仕
の

精
神
－
忍
性
の
社
会
活
動
i
」
　
『
日
本
宗
教
の
近
代
性
』
昭
和
三
九
年

ω
一
と
す
れ
ば
、
忍
性
に
と
っ
て
、
地
蔵
は
非
人
救
済
の
菩
薩
で
も
あ
っ

た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
こ
こ
で
着
眼
す
べ
き
は
、
西
大
寺
流
真
言
律
宗
は
救
済
対
象
で
あ
る
非

人
に
対
し
て
「
差
別
的
面
」
を
有
し
て
い
た
点
で
あ
る
。
　
（
長
島
尚
道

「
鎌
倉
仏
教
に
お
け
る
慈
善
救
済
思
想
に
つ
い
て
」
　
『
印
度
学
仏
教
学
研

究
』
二
八
－
二
　
昭
和
五
四
年
・
細
川
涼
一
「
叡
尊
・
忍
性
の
慈
善
救

済
」
　
『
中
央
大
学
大
学
院
論
究
』
十
一
－
一
　
昭
和
五
四
年
・
松
尾
剛
次

「
中
世
非
人
に
関
す
る
一
考
察
」
　
『
史
学
雑
誌
』
八
九
－
二
　
昭
和
五
五

年
）
忍
性
自
身
の
著
作
が
伝
わ
ら
な
い
以
上
、
忍
性
の
非
人
観
は
明
確
に

知
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
西
大
寺
流
真
言
律
宗
の
僧
で
あ
っ
た
以
上
、

忍
性
も
非
人
に
対
し
て
、
差
別
的
面
を
有
し
て
い
た
と
考
え
る
べ
き
で
あ

ろ
う
岬
。
と
す
れ
ば
、
忍
性
に
於
い
て
地
蔵
は
〈
自
分
と
は
異
な
る
劣
っ

た
〉
非
人
を
救
済
す
る
菩
薩
だ
っ
た
の
で
あ
り
、
貞
慶
が
〈
自
分
と
は
異

な
る
〉
極
悪
人
に
対
し
て
『
地
蔵
講
式
』
を
著
し
た
こ
と
と
軌
を
一
に
す

る
。　
確
認
し
て
お
け
ば
、
貞
慶
と
忍
性
と
は
直
接
的
な
交
流
は
な
い
。
が
、

師
叡
尊
㈹
が
貞
慶
の
弟
子
筋
で
あ
っ
た
こ
と
以
外
に
、
貞
慶
と
忍
性
の
地

蔵
信
仰
に
は
良
遍
（
一
一
九
四
－
＝
一
五
二
一
と
い
う
媒
介
者
が
存
在
す

る
。
良
遍
は
貞
慶
の
弟
子
筋
で
あ
り
、
良
遍
の
法
相
教
学
に
は
貞
慶
か
ら

影
響
を
受
け
た
面
が
多
々
存
在
す
る
。
地
蔵
信
仰
に
関
し
て
言
え
ば
、
良

遍
が
信
仰
し
て
い
た
地
蔵
像
は
貞
慶
よ
り
譲
り
受
け
た
も
の
で
あ
る
ω
。

良
遍
に
於
い
て
も
地
蔵
は
悪
人
救
済
の
菩
薩
で
あ
っ
た
。

　
　
地
蔵
菩
薩
は
無
仏
世
の
導
師
、
本
と
稜
土
を
摂
し
悪
趣
を
救
は
ん
と

　
　
願
ふ
。
　
一
『
念
仏
往
生
決
心
記
』
浄
土
宗
全
書
第
十
五
巻
五
六
頁
一

良
遍
は
晩
年
一
二
西
二
年
以
降
一
を
生
駒
の
竹
林
寺
で
過
ご
す
。
竹
林

寺
は
若
き
日
（
二
…
五
－
四
〇
年
）
の
忍
性
が
た
び
た
び
訪
れ
た
寺
で
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あ
り
、
そ
の
後
も
忍
性
は
竹
林
寺
と
の
関
係
を
有
し
、
忍
性
没
後
、
遺
骨

が
安
置
さ
れ
る
に
い
た
る
。
従
っ
て
、
良
遍
と
忍
性
は
竹
林
寺
で
会
っ
た

可
能
性
が
あ
り
、
仮
に
直
接
会
っ
て
い
な
く
と
も
、
何
ら
か
の
影
響
関
係

が
想
定
さ
れ
る
。
　
（
追
塩
千
尋
「
忍
性
の
宗
教
活
動
」
　
『
中
世
の
南
都
仏

教
』
平
成
七
年
　
吉
川
弘
文
館
岬
）
ゆ
え
に
貞
慶
↓
良
遍
↓
忍
性
、
と
い

う
影
響
関
係
が
想
定
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

　
以
上
の
論
考
を
踏
ま
え
る
と
、
忍
性
の
地
蔵
信
仰
の
一
源
流
と
し
て
、

貞
慶
の
『
地
蔵
講
式
』
が
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
記
録
に
こ
そ
残
っ
て
い

な
い
が
、
南
都
に
は
忍
性
以
外
に
も
地
蔵
布
教
を
行
な
っ
た
聖
も
存
在
し

た
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
従
っ
て
、
貞
慶
『
地
蔵
講
式
』
は
そ
の
後

の
南
都
仏
教
の
地
蔵
信
仰
と
そ
の
布
教
に
何
ら
か
の
形
で
影
響
を
与
え
た

と
考
え
ら
れ
る
。

結
び

　
本
稿
を
ま
と
め
る
と
以
下
の
三
点
と
な
る
。

①
貞
慶
に
と
っ
て
、
地
蔵
は
主
た
る
信
仰
対
象
で
は
な
か
っ
た
が
、
白
分

　
と
異
な
る
極
悪
人
を
救
済
す
る
菩
薩
と
し
て
評
価
し
て
い
た
。
こ
の
こ

　
と
は
、
機
を
重
視
す
る
貞
慶
思
想
と
対
応
す
る
。

②
し
か
し
、
そ
れ
以
前
か
ら
の
地
蔵
信
仰
と
比
較
す
る
と
、
貞
慶
『
地
蔵

　
講
式
』
に
展
開
す
る
悪
人
正
機
説
は
貞
慶
の
独
創
で
は
な
い
。
ま
た
、

　
法
然
・
親
鴛
の
所
謂
悪
人
正
機
説
と
も
異
な
る
。

③
貞
慶
の
『
地
蔵
講
式
』
は
彼
が
聖
と
関
係
が
強
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
そ

　
の
後
の
南
都
仏
教
の
地
蔵
信
仰
と
そ
の
民
衆
布
教
に
何
ら
か
の
影
響
を

　
与
え
た
と
考
え
ら
れ
る
。

な
お
、
貞
慶
の
春
日
信
仰
と
『
春
日
権
現
記
』
一
群
書
類
従
所
収
）
に
お
け

る
地
蔵
菩
薩
と
の
関
連
等
残
さ
れ
た
問
題
は
多
い
が
、
今
後
の
課
題
と
し

た
い
。

註

（
1
一
こ
の
点
に
つ
い
て
は
拙
稿
「
法
然
の
選
択
本
願
念
仏
説
と
そ
の
影

　
響
」
　
（
『
倫
理
学
』
十
一
号
　
平
成
六
年
）
参
照
。

（
2
一
修
正
の
中
に
は
、
平
氏
の
論
旨
に
関
わ
る
重
要
な
箇
所
も
あ
る

　
が
、
本
稿
で
は
修
正
後
の
も
の
に
つ
い
て
論
ず
る
こ
と
と
す
る
。
．

一
3
一
そ
の
他
、
平
氏
は
、
貞
慶
の
弟
子
で
あ
る
覚
遍
の
春
日
大
神
へ
の

　
表
白
一
『
安
居
院
唱
導
集
　
上
巻
』
所
収
一
を
論
拠
と
し
て
い
る

　
が
、
本
稿
で
は
貞
慶
の
著
作
に
絞
っ
て
論
じ
る
。

（
4
一
平
氏
は
「
顕
密
仏
教
」
と
い
う
言
葉
を
使
用
し
て
い
る
。

（
5
）
東
大
寺
知
足
院
の
地
蔵
像
は
貞
慶
が
良
遍
に
与
え
た
も
の
と
さ
れ

　
て
い
る
。
　
「
知
足
院
縁
起
」
　
（
平
岡
定
海
『
東
大
寺
宗
性
上
人
之
研

　
究
並
史
料
（
中
）
』
昭
和
三
五
年
　
日
本
学
術
振
興
会
）
・
「
蓬
阿

　
菩
薩
伝
」
　
一
日
大
蔵
第
三
五
巻
）
・
「
英
俊
御
聞
書
」
　
（
大
日
本
史

　
料
第
四
編
之
十
二
一
／
良
遍
に
つ
い
て
は
拙
稿
「
良
遍
の
地
蔵
信

　
仰
」
　
（
『
印
度
学
仏
教
学
研
究
』
四
三
－
一
　
平
成
六
年
）
参
照
。

一
6
一
五
官
王
は
厳
密
に
は
閻
魔
と
は
異
な
る
が
、
十
王
の
一
人
と
し
て

　
衆
生
の
罪
を
裁
く
こ
と
は
、
共
通
し
て
い
る
。
偽
経
『
仏
説
地
蔵
菩

　
薩
発
心
因
縁
十
王
経
』
　
一
国
訳
一
切
経
・
大
集
部
五
二
二
〇
二
－
三
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〇
三
頁
一
参
照
。

一
7
）
法
然
に
し
て
も
親
鴛
に
し
て
も
「
悪
人
正
機
」
と
い
う
言
葉
は
使

　
用
さ
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
、
史
料
に
あ
る
通
り
、
ど
ん
な
悪
人
で

　
あ
っ
て
も
、
阿
弥
陀
仏
へ
の
信
さ
え
あ
れ
ば
往
生
で
き
る
、
　
↑
ど

　
ん
な
悪
人
で
も
阿
弥
陀
仏
は
救
済
し
て
く
れ
る
）
と
い
う
思
想
が
両

　
者
の
著
作
に
存
在
す
る
。
両
者
の
思
想
は
同
一
で
は
な
い
が
、
こ
の

　
悪
人
救
済
思
想
に
関
し
て
は
軌
を
一
に
す
る
。
両
者
の
思
想
の
差
異

　
に
つ
い
て
は
別
稿
に
期
し
た
い
。

一
8
一
断
言
で
き
な
い
の
は
、
引
用
史
料
を
見
て
分
か
る
と
お
り
、
法
相

　
教
学
の
三
乗
思
想
の
用
語
が
一
切
使
用
さ
れ
て
い
な
い
か
ら
で
あ

　
る
。
し
か
し
、
法
相
宗
の
僧
で
あ
っ
た
貞
慶
に
と
っ
て
、
三
乗
思
想

　
は
自
明
の
前
提
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
参
考
－
田
中
久
夫
「
貞

　
慶
」
　
（
日
本
思
想
大
系
『
鎌
倉
旧
仏
教
』
一

（
9
）
な
お
、
貞
慶
は
法
相
宗
の
僧
で
あ
り
な
が
ら
、
五
姓
各
別
と
一
乗

　
皆
成
と
の
会
通
を
行
な
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
。
　
一
鎌
田
茂
雄
「
南
都

　
教
学
の
思
想
史
的
意
義
」
日
本
思
想
大
系
『
鎌
倉
旧
仏
教
』
）
従
っ

　
て
こ
の
点
か
ら
も
貞
慶
は
悪
人
往
生
を
認
め
て
い
た
と
す
べ
き
で
あ

　
ろ
う
。
但
し
、
悪
人
往
生
と
法
相
教
学
と
の
関
連
に
つ
い
て
は
今
後

　
の
課
題
と
し
た
い
。

一
1
0
）
本
文
で
『
地
蔵
本
願
経
』
を
取
り
上
げ
た
意
義
に
つ
い
て
若
干
言

　
及
を
行
な
う
。
　
『
本
願
経
』
と
い
う
経
典
そ
の
も
の
が
一
般
の
人
々

　
に
読
ま
れ
て
い
た
と
は
考
え
に
く
い
。
但
し
、
①
『
本
願
経
』
を
基

　
と
し
た
偽
経
『
延
命
地
蔵
菩
薩
経
』
が
日
本
の
民
問
の
地
蔵
信
仰
に

　
多
大
な
影
響
を
与
え
た
こ
と
、
②
日
本
中
世
の
板
碑
に
「
七
分
全

　
得
」
と
い
う
言
葉
が
散
見
す
る
が
、
こ
れ
は
『
本
願
経
』
を
出
典
と

　
し
て
い
る
こ
と
、
③
江
戸
時
代
に
『
本
願
経
』
の
注
釈
書
が
多
数
出

　
版
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
の
三
点
を
考
え
る
と
、
日
本
の
地
蔵
信
仰
を

　
考
察
す
る
上
で
『
本
願
経
』
は
不
可
欠
な
史
料
と
書
冒
え
る
。

一
1
1
）
　
『
地
蔵
菩
薩
応
験
記
』
　
（
『
大
和
文
化
研
究
』
百
一
号
　
昭
和
四

　
一
年
所
収
一
は
『
地
蔵
菩
薩
像
霊
験
記
』
　
（
続
蔵
経
所
収
一
の
異
本

　
で
あ
る
が
、
　
『
応
験
記
』
の
方
が
原
題
で
か
つ
良
本
と
考
え
ら
れ

　
る
。
拙
稿
「
『
地
蔵
菩
薩
応
験
記
』
の
基
礎
的
研
究
」
　
（
『
日
本
文

　
化
研
究
』
三
号
　
平
成
四
年
）

（
1
2
一
全
五
十
話
の
う
ち
、
第
一
話
か
ら
第
三
十
二
話
ま
で
。

（
1
3
）
　
『
本
朝
高
僧
伝
』
巻
六
六
「
相
州
極
楽
寺
沙
門
忍
性
伝
」
　
一
名
著

　
普
及
会
版
・
大
日
本
仏
教
全
書
第
百
三
巻
　
三
〇
九
頁
一
に
は
「
自

　
画
文
殊
地
蔵
。
分
與
男
女
」
と
あ
る
。
但
し
、
　
『
三
国
因
縁
地
蔵
菩

　
薩
霊
験
記
』
　
（
吉
典
文
庫
）
の
増
補
者
、
良
観
を
良
観
坊
忍
性
と
す

　
る
解
釈
は
、
　
『
岩
船
山
地
蔵
菩
薩
縁
起
』
　
（
『
国
語
－
教
育
と
研

　
究
』
十
四
号
　
昭
和
四
九
年
一
に
よ
り
否
定
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

　
渡
浩
一
「
近
世
地
蔵
説
話
集
と
地
蔵
縁
起
」
　
（
『
武
蔵
野
文
学
』
三

　
三
号
　
昭
和
六
一
年
一

一
1
4
一
中
村
氏
の
見
解
に
私
が
付
け
加
え
た
い
の
は
、
文
殊
は
現
実
の
非

　
人
と
な
っ
て
出
現
す
る
こ
と
と
同
様
、
日
本
中
世
に
於
い
て
地
蔵
も

　
　
「
生
身
」
で
こ
の
世
に
現
わ
れ
る
点
で
あ
る
。
こ
う
し
た
共
通
性
か

　
ら
忍
性
は
文
殊
と
地
蔵
と
を
矛
盾
な
く
信
仰
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ

　
る
。
（
1
5
）
先
行
研
究
で
は
忍
性
没
後
、
西
大
寺
流
墓
言
律
宗
が
没
落
し
て
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い
っ
た
理
由
の
一
つ
に
、
差
別
的
非
人
観
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
細

　
川
涼
一
「
叡
尊
・
忍
性
の
慈
善
救
済
」
前
掲
・
松
尾
剛
次
「
中
世
非

　
人
に
関
す
る
一
考
察
」
前
掲

一
脆
一
叡
尊
に
地
蔵
信
仰
の
記
録
は
み
ら
れ
な
い
が
、
叡
尊
の
戒
律
復
興

　
の
根
拠
は
地
蔵
三
経
の
一
つ
で
あ
る
『
占
察
善
悪
業
報
経
』
で
あ
っ

　
た
こ
と
、
叡
尊
が
再
興
し
た
放
生
院
（
現
宇
治
市
一
の
本
尊
は
地
蔵

　
菩
薩
像
で
あ
っ
た
こ
と
等
を
考
え
る
と
、
．
叡
尊
に
と
っ
て
地
蔵
菩
薩

　
は
身
近
な
存
在
で
あ
っ
た
と
言
え
る
。

一
1
7
一
註
ほ
参
照

一
1
8
一
但
し
、
追
塩
氏
は
良
遍
に
対
し
て
「
浄
土
教
の
僧
侶
と
し
て
名
高

　
い
」
　
「
南
都
の
法
相
教
学
を
背
景
と
す
る
諸
行
本
願
系
浄
土
教
者
」

　
と
、
浄
土
教
の
面
を
強
調
し
た
説
明
を
し
て
い
る
が
、
む
し
ろ
法
相

　
教
学
や
唯
識
観
の
実
践
の
中
に
念
仏
を
取
り
入
れ
た
、
と
し
た
方
が

　
良
遍
の
説
明
と
し
て
適
当
と
考
え
ら
れ
る
。
拙
稿
「
良
遍
の
地
蔵
信

　
仰
」
前
掲

＊
本
論
文
は
文
部
省
科
学
研
究
費
補
助
金

　
　
る
研
究
の
一
部
で
あ
る
。

一
特
別
研
究
員
奨
励
費
一
．
に
よ

40

＊
原
漢
文
の
史
料
は
試
み
に
書
き
下
し
た
。

＊
『
地
蔵
講
式
』
は
、
平
雅
行
『
日
本
中
世
の
社
会
と
仏
教
』
前
掲
よ
り

　
　
引
用
、
　
『
発
心
講
式
』
は
山
田
昭
全
「
貞
慶
作
発
心
講
式
を
め
ぐ
っ

　
　
て
」
　
一
『
大
正
大
学
大
学
院
論
集
』
六
号
　
昭
和
五
七
年
一
よ
り
引

　
　
用
、
　
『
忍
性
菩
薩
略
行
記
』
は
田
中
敏
子
「
忍
性
菩
薩
略
行
記
（
性

　
　
公
大
徳
譜
一
に
つ
い
て
」
　
（
『
鎌
倉
』
二
一
号
　
昭
和
四
八
年
一
よ

　
　
り
引
用
。

一
し
み
ず
・
く
に
ひ
こ
・
日
本
学
術
振
興
会
特
別
研
究
員
）


